
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法務大臣表彰等の輝かしい賞を手にした受賞者の皆様 
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第45 号 

 

令
和
３
年
１
月
６
日
（
水
）
、
和
歌
山
保

護
観
察
所
へ
新
年
の
挨
拶
に
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
和
歌
山
保
護
司
会
三

役
の
５
名
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
ず
観
察
所
の
皆
さ
ん
に
新
年
の
挨
拶
、

続
い
て
西
岡
所
長
へ
挨
拶
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
為
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
全
員
マ
ス
ク
を

し
て
の
歓
談
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨
年
は
、
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中
止
あ
る

い
は
簡
素
化
さ
れ
た
寂
し
い
１
年
で
し
た
。

そ
の
中
で
唯
一
の
歓
び
は
、
第
２
期
地
域
別

定
例
研
修
会
で
、
更
生
保
護
功
労
者
に
対
す

る
各
受
賞
者
に
所
長
よ
り
表
彰
状
を
手
渡

し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
感
激
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

今
年
の
お
正
月
は
外
出
自
粛
で
自
宅
で

の
生
活
、
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
治
ま
り
日
常
の
生
活
又
、
保
護
司
活
動
が

で
き
る
日
を
願
う
ば
か
り
で
す
と
結
び 

観
察
所
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

新
春
互
礼
会 

第
７０
回
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
の
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
夏
休

み
も
少
な
く
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も

大
変
厳
し
い
中
で
の
作
文
募
集
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
県
下
一
円
の
小
中
学
校
か
ら
６
３
０
６
点

も
の
沢
山
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
ひ
と
え
に
各
学
校
の
先
生
方
の
ご
指

導
と
、
学
校
担
当
保
護
司
を
は
じ
め
近
隣
保
護
司

の
皆
様
が
各
学
校
を
訪
問
し
て
、
ご
勧
励
い
た
だ

い
た
、
ご
苦
労
の
賜
と
存
じ
ま
す
。 

１
月
６
日
合
同
庁
舎
大
会
議
室
に
於
い
て
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
寒
さ
厳
し
い
中
、
窓

を
開
け
感
染
防
止
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
少
人
数

の
参
加
と
な
る
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

和
歌
山
県
推
進
委
員
会
よ
り
推
薦
さ
れ
た
上

位
入
賞
者
の
方
々
が
中
央
推
進
委
員
会
で
法
務

大
臣
表
彰
等
を
受
賞
さ
れ
る
と
い
う
快
挙
の
中
、

ご
家
族
の
前
で
晴
れ
の
表
彰
式
と
な
り
ま
し
た
。 

終
始
緊
張
さ
れ
て
い
た
表
彰
者
の
皆
様
が
、
最

後
に
マ
ス
ク
を
外
し
、
ご
家
族
と
に
こ
や
か
に
写

真
撮
影
を
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

 
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
表
彰
式 

 

今
回
の
学
校
訪
問
を
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
一
過
性

の
も
の
で
は
な
く
、
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

学
校
や
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、『
安
全
で
安

心
で
き
る 

明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
』
の
た
め

の
更
生
保
護
活
動
に
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。 

令
和
3
年
3
月
25
日
発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山 

〒
640-

8157
和
歌
山
市
八
番
丁
4 

八
番
丁
館
3
階 

挨拶をする桂枝曾丸氏 “しそまる全開！金曜日”（和歌山放送）にて 



 

  

氏  名 地 区 初年度委嘱年月日 従事年数 

田村 亘繪 南支部 平成１８年１１月９日 １４年２ヶ月 

湯川 能成 東支部 平成２９年３月２１日 ３年１１ヶ月 

部
会
総
会 

 

総
務
部 

 
 
 
 
 
 
 

犯
罪
予
防
活
動
部 

協
力
組
織
部 

研
修
部 

 
 

 

 

退任保護司 

 

令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
権
フ
ェ

ス
タ
の
中
止
に
よ
り
映
画
上
映
会
が
開
催
で
き
ず
残
念
だ

っ
た
こ
と
。
続
い
て
令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
の
協
議
で

は
、
映
画
上
映
会
に
つ
い
て
、
「
地
元
が
舞
台
の
映
画
を
」

「
引
き
続
き
ク
リ
ー
ム
パ
ン
の
配
布
を
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

 

次
に
新
任
保
護
司
の
確
保
に
つ
い
て
小
西
会
長
か
ら
、
県

の
再
犯
防
止
計
画
の
最
重
要
項
目
に
「
保
護
司
の
安
定
的
確

保
」
が
も
り
こ
ま
れ
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
重
要
性
に

つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

部
会
長 

堂
坂 

清 

  

令和３年１月、３月付でご退任になられた保護司 

 

今
年
度
は
、
記
念
す
べ
き
第
70
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
を
迎
え
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
強
調
月
間
で
あ

る
７
月
の
本
運
動
を
推
進
す
る
街
頭
広
報
活
動
や
ミ
ニ
集
会

等
が
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
、
社
明
作
文
の
応
募
は
、
小
・
中
学
校
の
協
力
の
元
、

前
年
度
よ
り
も
多
く
作
品
が
寄
せ
ら
れ
内
心
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
皆
様
が
学
校
に
直
接
出
向
き
お
願
い
に
行
っ
て
い

た
だ
い
た
の
が
良
か
っ
た
か
ら
で
、
保
護
司
と
学
校
・
地
域
の

各
団
体
な
ど
が
つ
な
が
れ
ば
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪
や

非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
な
る
と
結
論
付
け
ま
し
た
。 

ま
た
、
社
明
グ
ッ
ズ
に
マ
ス
ク
な
ど
も
あ
れ
ば
、
配
布
す
る

時
に
喜
ば
れ
る
の
で
は
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

部
会
長 

海
野 

佳
広 

  

当
日
は
、
23
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
議
は
、

一
時
間
程
度
で
ス
ム
ー
ズ
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

各
支
部
の
協
力
組
織
部
長
よ
り
、
協
力
雇
用
主
様
へ
の
表

敬
訪
問
の
内
容
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

ま
た
、
部
会
長
か
ら
の
一
般
報
告
及
び
審
議
事
項
【
令
和

２
年
度
事
業
活
動
報
告
・
令
和
３
年
度
事
業
活
動
計
画
（
案
）
】

並
び
に
雇
用
主
様
や
就
労
者
の
負
担
金
等
々
の
議
論
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
負
担
金
問
題
は
、
双
方
の
立
場
に
お
い
て

難
し
い
内
容
で
も
あ
り
議
論
を
結
論
付
け
る
の
は
困
難
な
部

分
で
あ
り
行
政
側
に
委
ね
る
こ
と
が
正
論
か
と
思
い
ま
す
。 

大
変
意
義
深
い
議
論
の
あ
る
会
議
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

部
会
長 
松
本 

貞
夫 

    

 

３
月
２
日
部
会
総
会
が
県
文
に
て
、
２
会
場
に
分
か
れ
午
前
は

総
務
部
、
犯
罪
予
防
活
動
部
、
午
後
か
ら
は
研
修
部
、
協
力
組
織

部
が
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。 

 

悪
天
候
の
中
、
多
く
の
方
が
次
々
と
集
ま
り
「
ど
こ
で
も
遮
蔽
く
ん
」
に

守
ら
れ
な
が
ら
静
か
に
会
議
を
進
め
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
か
っ
た

事
業
も
あ
り
実
践
の
感
想
・
意
見
は
例
年
に
比
べ
少
な
か
っ
た
で
す
。 

令
和
２
年
度
の
自
主
研
修
『
三
者
合
同 

研
修
』
並
び
に
『
四
支
部
合
同
研
修
』
が
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の 

た
め
中
止
と
な
り
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て 

部
会
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

令
和
３
年
度
自
主
研
修
に
つ
い
て
は
、 

令
和
２
年
度
未
実
施
の
内
容
を
踏
襲
し
実 

施
す
る
方
向
で
の
意
見
が
出
、
決
定
に
つ 

い
て
は
、
役
員
会
に
ゆ
だ
ね
総
会
に
諮
る 

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
支
部
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
状
況
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
今
後
の
参
考
に
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

 

部
会
長 

西
本 

憲
夫 

 
 
 

 
 



 

 

  

第
３
期
地
域
別
定
例
研
修 

 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山
で
、
充
分
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
取
り

な
が
ら
、
１
月
22
日
と
２
月
９
日
の
２
回
、

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
を
受
講
し
ま
し
た
。
第

１
回
目
は
宮
本
信
也
氏
に
よ
る
「
保
護
司
の

た
め
の
発
達
障
害
の
理
解
と
対
応
」
で
、
具

体
例
を
提
示
し
て
の
講
義
は
、
発
達
障
害
の

あ
る
人
の
理
解
や
対 

応
を
考
え
る
上
で
大 

変
参
考
に
な
り
記
憶 

に
残
る
内
容
で
し
た
。 

２
回
目
は
和
田
清
氏 

に
よ
る
「
薬
物
依
存
」 

で
依
存
症
に
つ
い
て 

知
識
を
深
め
ま
し
た
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会 

新
任
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い 

今
回
の
研
修
内
容
は
、
保
護
観
察
対
象

者
に
対
す
る
実
効
性
お
よ
び
効
果
的
な
処

遇
を
実
施
す
る
た
め
、
法
務
省
は
ア
セ
ス

メ
ン
ト
ツ
ー
ル
『
CFP
』
を
開
発
・
導
入
！！ 

新
し
い
様
式
に
基
づ
く
活
動
に
つ
い
て

各
会
場
で
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

テ
ー
マ 

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
保
護
観
察
」 

①
「
処
遇
の
実
施
計
画
」
の
一
部
変
更 

②
保
護
観
察
経
過
報
告
（
甲
）
の
一
部
変
更
等 

 

令和３年２月１６日（火） 

中央コミュニティセンター 

 

令和３年２月２２日（月） 

河北コミュニティセンター 

 

令和３年３月９日（火） 

ビッグ愛  

 
令和３年３月５日（金） 

紀三井寺はやし 

 

“どこでも遮蔽くん”に守られ和やかに進行 

体温チェック中 

 

１１
月
13
日
サ
ポ
セ
ン
和
歌
山
に
て
新
任

保
護
司
と
経
験
を
お
持
ち
の
企
画
調
整
保

護
司
と
の
座
談
会
に
出
席
し
ま
し
た
。 

手
指
の
消
毒
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
仕

切
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
を
し
て
、
話
し
や
す
い
雰
囲
気
の
中

で
、
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

対
象
者
と
の
関
係
の
築
き
方
や
、
こ
れ
か

ら
の
指
導
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
時
で
も

あ
り
、
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
る
こ
う
し
た

機
会
を
持
っ
て
下
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

先
輩
の
先
生
方
は
、
や
は
り
様
々
な
事
例

を
知
っ
て
お
ら
れ
て
懐
が
深
い
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
一
瞬
の
事
故
で
そ
れ
ま
で
の

生
活
を
全
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
話
か
ら
、
加

害
者
家
族
は
被
害
者
と
も
呼
べ
る
か
も
し

れ
な
い
と
の
や
り
き
れ
な
い
思
い
な
ど
も

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
だ
ま
だ
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
も
お
ぼ
つ
か

な
い
新
人
で
す
が
、
一
歩
ず
つ
犯
罪
の
な
い

明
る
い
社
会
の
為
に
、
保
護
司
の
責
務
に
向

き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
共
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

北
支
部 

河
島 

美
幸 

  



 

 北
支
部 

南
支
部 

西
支
部 

 

東
支
部 

令
和
３
年
４
月
26
日
（
月
） 

令
和
３
年
４
月
23
日
（
金
） 

令
和
３
年
４
月
21
日
（
水
） 

令
和
３
年
４
月
23
日
（
金
） 

令
和
３
年
度 

総
会
・
第
１
期
地
域
別
定
例
研
修 

・
詳
細
は
各
支
部
の
案
内
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

・
所
属
支
部
の
研
修
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、 

 

事
前
に
支
部
長
に
申
し
出
て
他
支
部
の
地
域
別

研
修
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 令
和
３
年
度
和
歌
山
保
護
司
会
定
例
総
会
予
告 

     

・
日
時 

５
月
14
日
（
金
）
15
時
よ
り 

 

・
場
所 

ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国 

＊
懇
親
会
に
つ
い
て
は
諸
般
の
事
情
・
状
況
に
よ
り 

開
催
し
な
い
等
の
変
更
あ
り
。 

《
保
護
観
察
経
過
報
告
書
に
つ
い
て
》 

「
保
護
観
察
経
過
報
告
書
」
の
書
式
が
１
月
提
出
分
よ
り

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
（
短
期
保
護
観
察
は
従
来
通
り
）
。
作

成
用
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
・
一
太
郎
の
CD
を
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
用
意
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。 サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

☎
４
６
０-

９
２
９
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

４
６
０-

９
２
９
８ 

 

お
知
ら
せ 

 

 

 

初
水
を
供
ふ
灯
明
ゆ
ら
ぎ
た
つ 
 

 
 

 

乾
三
千
代 

里
芋
掘
孫
よ
り
歓
声
大
き
な
り 

 
 

 
 

大
竹
有
美 

孫
た
ち
の
ビ
デ
オ
年
賀
や
賑
々
し 

 
 

 

乙
井
八
重
子 

お
正
月
リ
モ
ー
ト
で
着
く
孫
の
顔  

 
 

 

小
西
健
之 

は
ら
り
は
ら
紀
州
に
雪
の
お
で
ま
し
だ 

 

杉
谷
睦
生 

熱
燗
や
電
線
唸
る
風
の
夜 

 
 

 
 

 
 

得
津
壽
美
代 

餅
丸
め
幼
は
全
身
粉
ま
み
れ 

 
 

 
 

 

中
村
咲
子 

年
の
暮
終
日
動
く
精
米
機 

 
 

 
 

 
 

森
幸
子 

選
者 

「
森 

幸
子
」 

 

サポートセンター和歌山 

俳 句 教 室 作 品 

綿
入
れ
や
母
の
想
ひ
の
し
つ
け
糸 
 

 
 

乾
三
千
代 

一
の
橋
つ
が
ひ
の
鴨
の
睦
ま
じ
く 

 
 

 

大
竹
有
美 

友
来
た
り
時
を
気
ま
ま
に
春
炬
燵 

 
 

 

乙
井
八
重
子 

春
近
し
ご
と
ひ
き
岩
の
燈
か
な  

 
 

 
 

小
西
健
之 

冬
干
潟
揺
椅
子
よ
り
の
浦
の
景 

 
 

 
 

杉
谷
睦
生 

節
分
や
昔
鬼
狩
り
あ
り
と
孫 

 
 

 
 

 

得
津
壽
美
代 

蕗
の
薹
天
ぷ
ら
に
し
て
酒
席
か
な 

 
 

 

中
村
咲
子 

桟
俵
の
み
舟
に
雛
流
さ
る
る 

 
 

 
 

 

森 

幸
子 

選
者  

「
森 

幸
子
」 

 

参加者募集中！ 

新任・OB・OGの皆さんの参加大歓迎！ 

日時は、毎月第 3水曜日の 10時から 

更生保護関係者の方が対象です 

  

 

こ
の
一
年
は
コ
ロ
ナ
・
コ
ロ
ナ
で
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
が
延
期
や
中
止
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
残
念
な
一

年
で
し
た
。 

 

こ
の
「
サ
ポ
セ
ン
和
歌
山
」
も
行
事
に
つ
い
て
の

記
事
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
ま
す
が
、
行
事
が
中
止
に
な

っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
悩
ま
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。 

 

飲
食
業
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
被
災
さ
れ

た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
安
心
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
感
染
者
数
は

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の 

接
種
も
始
ま
り
、
徐
々
に
治
ま
っ
て 

い
く
事
で
し
ょ
う
。 

 

新
年
度
は
そ
ん
な
心
配
の
無
い 

充
実
し
た
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

（
Ｙ
・
Ｈ
） 

   

 特許出願中？？ 

貸し出し可 

あなたを守る！ 
私を守る！ 

 

大型から小型へ！ 

 

 

 

持ち運びしやすく改良 

 

ど こ で も 遮蔽
し ゃ へ い

 く ん 

使用例 

貸出します！ 

遮蔽くんについてのお問い合わせ 

更生保護サポートセンター和歌山 

C M 

組立簡単！ 

編 

集 

後 

記 


